
 

 

 

 

 

 

７月１日より法定雇用率が２．５％（従業員数４０人以上の企業が対象）から２．７％（従業員数

３７．５人以上の企業が対象）に引き上げられました。企業は今まで以上に障害のある方を雇用する

必要があり、従業員の理解や業務の切り出し等を検討されています。法定雇用率の引き上げに伴い、

就労できる可能性は広がりつつあります。障害者雇用であっても、従業員の一人として責任をもっ

て業務を遂行する必要があります。企業に求められる人材になれるよう、在学中から働くための基

礎基本を身につけましょう。 

 

 ＜安定して働くために求められるスキル＞ 

・基本的生活習慣が身についているか 

（規則正しい生活、バランスのいい食事、金銭管理、スマホ（SNS）の使い方など） 

・基本的なコミュニケーションをとることができるか 

（自分から挨拶・返事・報告・相談、場に応じた言葉づかい、感情のコントロールなど） 

・ルールやマナーを守ることができるか 

（社会のルールやマナー、交通ルール、校則、家庭での約束など） 

・指摘や注意を素直に受け入れて改善する努力ができるか 

 

 

 

 

 

６月２６日に３年生は卒業後に支援をしていただく、障害者就労支援センター、障害者就業・生活

支援センターの職員と顔合わせを行いました。情報の授業で作成した名刺を緊張しながらも支援セ

ンターの方と交換しました。名刺交換のマナーを理解して、スムーズに行うことができていました。 

支援センターの方から、登録する時期や持ち物、どんな時に支援をしてもらえるのかなどを説明

してもらいました。２学期以降の現場実習や移行支援会議等で支援センターの職員に同席をしてい

ただき、卒業後円滑に支援をしていただけるように企業と支援センター、学校が連携を図っていき

ます。 

 

 

 

 

進路説明会や現場実習のための打ち合わせ・反省会など保護者の皆様には年度初めからご協力を

いただき感謝申し上げます。２学期も引き続きよろしくお願いいたします。 
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